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我々のグループでは、Fig. 1に示すような面型テラヘル

ツ波発光デバイスの研究を行っている 1-3)。この素子は、

2つの等価な GaAs共振器層と 3つの GaAs/AlGaAsブラ

ッグ反射(DBR)多層膜で構成される結合共振器構造を有

し、小型で室温動作するという特徴をもつ。InGaAs量子

井戸への電流注入により、近赤外で二波長レーザ発振し、

同一素子内での差周波発生によりテラヘルツ波を得るこ

とを原理とする 4,5)。効率の良い差周波発生を得るために

は、二波長同時発振していることが必要である。本研究

では、この二波長発振の動的振る舞いの温度依存性を調

べた。 

パルス幅が 500 nsのパルス電流を注入し、二波長レー

ザ発振の様子をストリークカメラで時間分解スペクトル

測定した。素子の温度が 18 ℃、30 ℃、42 ℃のときの

発振の様子を Fig. 2に示す。短波モード(~915 nm)と長波

モード(~923 nm)の二波長発振が見られる。温度を上昇さ

せると、短波モードの強度が強くなり、発振している時

間が長くなることがわかる。一方で、長波モードはその

逆の振る舞いを示している。ここで、試料下部にヒータ

ーを取り付けて温度調節を行う。温度が高くなると、Fig. 

1に示す薄膜の上下方向で温度勾配ができ、2つの共振器

層の屈折率の差が生じると考えられる。屈折率の差は温

度に依存し、2 つの共振器層の光学的な共振器長が変化

することで Fig. 2のような結果が得られたのだと推測さ

れる。この特性から、温度調節で二波長発振の動的振る

舞いの制御が期待できる。 

 

 
Fig. 1 Schematic view of GaAs coupled 

multilayer cavity with InGaAs quantum 

wells. 

 

 

 

 
Fig. 2 Spectra of laser lights from GaAs 

coupled multilayer cavity with InGaAs 

quantum wells measured by a streak 

camera at (a)18 ○C, (b)30 ○C, and (c) 42 
○C. 
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